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転入及び職員紹介 本年度は７人の教職員の転入がありまし
た。転入者一同、真心を込めて、精一杯、子供たちの教育にあたる所
存です。皆様方には、留任者と併せて、ご支援いただきますよう、心
よりお願い申し上げます。
【転入職員】

◇教諭 園田優美〔有明小より〕 ◇教諭 永田礼美〔維和小より〕

◇教諭 原田磨希子〔中北小より〕 ◇主任事務職員水永康太〔龍ヶ岳中より〕

◇特支補助員松尾博美〔維和小より〕◇特支補助員西﨑真美〔大矢野中より〕

◇給食調理員山﨑恵里香〔新規採用〕
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入学式 ２３人の子供たちが入学し、

のびっ子の仲間入りをしました。名前を呼ばれた
ら、大きな声で返事ができる一年生でした。お
祝いの言葉にも、元気に、心を込めてお礼が
言えました。式では、のびっ子会代表の６年生
と２年生がお迎えの言葉を述べ、のびっ子全
員で一年生の入学をお祝いしました。会場も色
とりどりの花がのびっ子の仲間入り喜んでいるよ
うに感じられました。

校 長 田﨑 正明 少人数・ＴＴ 村松 龍太 調理員 石本 安子

教 頭 山下 るみ 英語専科 竹内 礼子 調理員 小嶋 明子

教務（理科） 楠田 一心 保健・養護 松尾 佳代 調理員 山﨑恵里香

１年担任 永田 礼美 学校事務 水永 康太 図書館司書 松岡 倫子

２年担任 園田 優美 学校主事 平田小百合 ＡＬＴ ダニエレ・ピペルノ

３年担任 田平 亮太 学習支援 増田 令子 ＡＪＬＴ フィン・フォースバーグ

４年担任 福山かおり 特支補助 松尾 邦子

５年担任 五島 秀樹 特支補助 小松野すみれ

６年担任 濵口ゆかり 特支補助 松尾 博美

ひばり１担任 池田 一親 特支補助 西崎 真美

ひばり2担任 嶋本あかね 給食技師 小林 里香

わかば担任 原田磨希子 給食技師 岩本 浩美

始業式で伝えたこと 春休みになると必ず校
歌の歌詞を読みなおします。すると、教育指導の工夫
や改善や学校経営で足りないことを見つけるヒントを得
ることができます。このことを始業式でのびっ子たちに伝
え、学校生活への課題意識を高めて欲しいと願いを込
めました。今回は「疑問」がテーマです。歌詞にある「対
雲山・筑紫潟って、なに？、どこにあるの？」「工場の
煙って、煙突のある工場はないけど？」「のびっ子は、ど
んな子供になればいいんだろう？」と、いつも声にしてい
る歌詞ですが、知らないことがたくさんあります。ふるさと
の地理、ふるさとの歴史、そして、のびっ子が目指す姿と、
登立小の子供として知っておかなければならないことが
たくさんあるようです。そこで、のびっ子に「さぁ、探してみよ
う。見つけてみよう。」と働きかけました。「すすんで、自分
で、自分たちで」学びや生活を主体的に展開できるよう
にと願いを込めて。また校歌には題名がありません。「み
んなで登立小の校歌の歌詞を考えてみよう。」とも伝えま
した。登立小の一年が始まります。みんなが自分が備え
ている主体性に培いながら、心豊かに学校生活を送り、
深い学びを通じて、学力、人間性を高めてほしいと願い
ます。始業式でのピカピカの気持ちが、継続し、ギンギ
ンに輝く登立小の学校生活になるようにと思いを込めま
した。



のびっ子の輝き Ｎoboritate.es
School life scene

あとがき 野球界の名将 野村克也氏の著書「ノムラの教え 弱者の戦略99の名言」に「若い時に流さなかった汗は、歳をとっ

たときの涙になる。」というものがあります。若い時に怠けたり、楽をして、流すべき汗を流さないと、歳をとってから泣くことになる。だから、
若い時の 苦労は買ってでもしようというものです。厳しい野球界において選手から監督までの長きにわたり、また違う立場の経験から
感じ取られた教訓でもあるのでしょう。奥深い言葉として受け止めます。この言葉について思いを巡らしてみると、言葉にある老若に
関わらず、今できること、しなければならないことに躊躇せず、そして妥協せず、全力を尽くすことだと感じます。そうすることが本物の自
分をつくるための要件であり、期を逃さないことの大切さであるとも考えます。実行した際の失敗よりも、実行しなかった後悔は大きいも
のです。「後悔先に立たず」の思いは持ちたくないものです。仕事においても、立場においても大切にしていきたい考え方です。

歓迎遠足 全員で遠足に出かけました。総合運動公園
までの長い道のりでしたが、１年生も６年生と手をつなぎ、歩
き切りました。活動ではのびっ子会のみなさんが計画してくれ
た集会で楽しみました。一日、晴天の下で、ふるさとの春を
満喫し、お家の方が作ってくださったお弁当のおいしさをかみ
しめながらいただいたのびっ子たちでした。「第一回のびっ子
笑顔大作戦」作戦成功でした。

のびっ子の活躍 入学式で一年生をお迎えしたのびっ子たちの
輝きがありました。可愛い後輩たちに優しく、笑顔で語りかける姿に、
「さすが、お姉さん、頼もしいな、お兄さん」と感嘆しました。立派なの
びっ子たちに、これからの学校生活の高まりを期待する登立の大人た
ちです。

６年生と 教室を訪問し、６年生と話しました。私たち教職員が目指す登立小、そして、のびっ子が目指す
登立小（のびっこ会）についてです。みんな真剣に、そして、深く、これからの学校の在り方について考えてくれまし
た。毎日、学校のために体を使い、知恵を絞りだし、心を耕しながら過ごしている６年生です。その姿は、まさに、
全力、努力です。学校のリーダーとして、これからも大きく、頼もしく成長してくれることを期待しています。共に登立
小の歴史を創っていきましょう。


